
Youth  Manna
2024/7/8(月)

Ⅰサムエル記17:41-58 
●ゴリアテの武器とダビデの武器を書き
出して、比べてみよう（40,45節）。 
⭐ ダビデはゴリアテを前に、いつも自分
が使っている道具で戦った。皆が“戦いだ
な”“緊張する“”不安”と思う時はどんな
時？私達は、ありのままで出て行って良
いし、いつもやっている通りにやれば良
いということを受け取ろう！ 

●ダビデは、この戦いを誰の戦いだと言
っているかな？（47節） 
⭐ 皆が戦いだと思っていることは人間関
係や自分自身に対してかもしれないが、
実はその背後に悪霊との戦いが常にある
ことを覚えよう（エペソ6:12）。また、
悪霊との戦いに、イエス様は既に勝利さ
れていることを宣言しよう（ヨハネ
16:33）！

2024/7/9(火)
Ⅰサムエル記18章 

●ヨナタンはダビデにどのように接し
ましたか？ヨナタンが示した友情か
ら、あなたが学ぶことは何でしょう
か？ 

●サウルがダビデの活躍を喜ぶことが
できなかったのはなぜでしょうか？ま
た、サウルの思いは彼の心をどのよう
に蝕んでいったでしょうか？ 

●サウルは常に神よりも人からどう見
られるかを気にしている人物でした。
人をねたんだり、うらやんだりする思
いから自由になるにはどうしたら良い
だろう？今しずまって、神様の愛を受
け取ろう。どんな時もイエス様にとど
まることができるように祈ろう！

2024/7/10(水)
Ⅰサムエル記19章 

　サウルはいよいよダビデを殺すこと
を家来たちに明らかにしてしまう。そ
れを聞いたヨナタンのとりなしは見事
だったけれど、サウルはすぐに心を転
じてダビデを殺そうと行動に移す。そ
れはダビデの大勝利がきっかけとなっ
た(8)。 
　ダビデはサムエルのところまで逃げ
たけれど、そこにもサウルの殺意に満
ちた手が伸びる。そこで神様は不思議
な方法でダビデのいのちを守ってくだ
さった。 

・君が困難にあった時、そのことを誰
に打ち明けますか？そこに、どのよう
に神様の介入を期待していますか？ 
・直面している問題のために祈ろう！
神様に頼ることを学ぼう！

2024/7/11(木)
Ⅰサムエル記20:1-23 

　ダビデは真相を求めてヨナタン会い
に行った。ヨナタンは父サウルがダビ
デを殺そうとしているということばに
驚きつつ、父の本心を確認してからど
うするかを決めようとした。ヨナタン
にとって父もダビデも愛する人だけ
ど、どちらか一方の話だけで決めよう
としなかったのはとても知恵のある行
動だった。 
　ヨナタンはダビデと契約を結び、神
様が証人であることを告白している
(23)。自分のことばや告白が、神様の
前にどのようなものかを覚えることは
大切なことだね。 
★自分の心の中心にいつも神様をお招
きしよう！自分のことばが神様と人の
前で誠実なものとなるように祈ろう！

2024/7/12(金)
Ⅰサムエル記20:24-42 

●ヨナタンは父サウルがダビデに対し
て何をしようとしていることを悟った
かな？33v 

●ヨナタンは父の命令とダビデを逃す
こととどちらを選んだ？31vどうして
そうしたと思う？ 

●ヨナタンは神のみこころに従う信仰
を持っていた。ダビデもそうだ。2人
の友情の根底には信仰があるね。また
ヨナタンがそうしたように、友情は相
手のために犠牲を払いながら育てるこ
とで深まっていく。きみはどうやって
友情を育てているかな？

2024/7/13(土)
Ⅰサムエル記21章 

　逃亡者として何一つ準備のない
まま逃げることとなったダビデ。
食べ物が必要で出向いた場所で
も、逃げてきた雰囲気のあるダビ
デを怪しむ人がいて、話もお互い
を探るようなものだったね。自分
のいのちを守るため、狂った人を
演じなければいけない時もあっ
た。 
　だけど、ダビデはその中で神様
に助けを求め、よりどころとなっ
てくださる喜びを知って行くん
だ。その神様は私たちにとっても
今生きておられる、救い主だね。
そのことを感謝して受け取ってい
こう！

2024/7/14(日)
Ⅰサムエル記22章 

　サウルの心はダビデに対するねたみが高
じた憎しみや、それが作り出した被害妄想
でいっぱいでした。サウルのそばに寄り添
う多くの家来たちが居たにもかかわらず、
怒りや恐れに支配されたサウルは「…おま
えたちのだれも、私のことを思って心を痛
めることをせず…」と身勝手な孤独に陥
り、自分を安心させてくれない周囲を責め
ていました(6-8)。また、ドエグの悪意ある
告げ口を簡単に信じたサウルは、アヒメレ
クの血縁関係者全員を呼び寄せ、ダビデと
組んで謀反を企む者として追求します。サウ
ルにとってアヒメレクは裏切り者でしかあ
りません。空腹の逃亡者ダビデに対する神
様のあわれみを実行したことなど、想像も
しません。 
お祈り 私はサウルのようにどんな時も他の
人を苦しめる身勝手な被害妄想を持ちませ
んように。

彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わり
を持ち、パンを裂き、祈りをしていた。 
使徒の働き２章42節


